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研究成果の概要（和文）：　統計力学的な観点で提案されてきた計算の解析手法や計算に関する問題について，
計算論的な観点から検討を行った。その結果，問題例の計算困難さの変化に関して，これまでの枠組みでは捉え
られていなかった困難さの変化を明らにすることに成功し，計算困難さの変化を研究するための新しい，より頑
健な枠組みを提案した。この結果は，暗号の安全性の基礎にもなる。一方，解の構造の特徴付けや，解の数え上
げ問題など，統計力学の基本問題に関しても，効率的アルゴリズムの開発や，その基礎となる知見を得ることが
できた。

研究成果の概要（英文）：We investigated computational problems studied in the statistical physics 
for developing a new approach in computational complexity theory.  We examined a framework proposed 
in the statistical physics for understanding the computational hardness transition phenomena, and we
 discovered and mathematically proved a new type of hardness transition, which lead us to propose a 
new and robust framework for investigating the computational hardness transitions.  This framework 
can be used as a new basis of discussing the security of cryptographic primitives.  We also studied 
the structure of solutions and the number of solutions of various computational problems that have 
been discussed in the statistical physics, and found several fundamental properties for developing 
efficient algorithms for solving these problems.

研究分野：計算の理論
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１．研究開始当初の背景 

現在，計算は人類に欠かせないものになっ
てきている。一方で，計算については，未解
明な点が多い。とくに，P≠NP 予想に代表さ
れる計算の限界については，未開拓の段階で
ある。本領域では，現在の数理科学の様々な
理論や技術を持ち込み，計算限界の解明の礎
となる結果や新たな解析手法を見出すこと
を目指した。本研究課題ではとくに，統計力
学の観点から，また統計力学に関連するテー
マにおいて，計算限界の解明を目指した。 

 統計力学は，多体系の状態の急な変化（た
とえば，水から氷への変化のような相転移）
の仕組みを数理科学的に解明してきた。近年，
その手法が，ネットワーク構造やデータ解析
にも応用され，その情報分析における有用性
が示されている。さらには，統計力学的手法
が計算の解析にも用いられ，重要な知見が数
多く示されるようになり，それらが新たな計
算法の基礎になる事例も多く見られるよう
になってきた。本課題では，それをさらに進
めて，計算限界の議論や計算自身の解明へも
統計力学的な見方を展開しようと考えたの
である。 

 

２．研究の目的 

統計力学の観点からの計算限界の研究を
行うことに関しては，３つ点で価値があると
考えた。 

第一は，統計力学で進められてきた計算に
関する研究の方針が参考になるという点で
ある。近年の計算の利用の多様化から，NP

問題の問題例の困難さの変化を議論する枠
組みが必要になっている。そこに統計力学的
な見方が重要と考えたのである。NP 問題に
対しては，その困難さの解釈が分かれている。
「P≠NP であり，その代表例である 3-SAT

問題を常に多項式時間に解く万能計算法は
存在しない」というのは多くの研究者の常識
である。しかし，そうだとしても，機械学習
の分野では，大抵の 3-SAT 問題の問題例は比
較的簡単に解けると考えられているのに対
し，情報セキュリティの分野では，解くのが
非常に困難な 3-SAT 問題例の存在を仮定し
て研究開発が進められている。つまり，3-SAT

の問題例の中でも，計算困難さは一様ではな
く，その困難さが大きく変わる要因がある。
こうした計算困難さの相転移について，統計
力学で進められてきた研究を参考に，その一
方で，研究手法を厳密に見直すことで，より
一般的で，より厳密な枠組を構築することを
目標としたのである。 

第二は，統計力学で開発されてきた優れた
計算法を利用する意義である。これらを計算
機科学の立場から検討することで，より広い
範囲で使える計算法の開発が望める。この研
究に関しては，両分野の重要な接点の１つで
ある符号法・復号法・推論法の研究で，新た
な計算法の開発を目標とした。 

第三は，重要な計算問題の提供元としての

意義である。本課題では，統計力学の中から
生まれてきた計算問題を研究の対象とし，そ
れに対する新たな計算法の開拓や，計算困難
さの解析を行い，統計力学の発展への貢献す
ることも目指した。 

 

３．研究の方法 

 本領域全体の研究戦略として重要なのは
研究者間の連携である。本領域の学問分野の
特色として研究は個人ベースで行われるの
が原則だが，だからこそ，個々の連携は重要
なのである。本課題においても，領域全体の
連携活動も利用しつつ，以下に述べる方法で
経費を有効に使った研究連携を推進した。な
お，本領域のような学問分野では，いくらグ
ループで密に議論をしたとしても，基本アイ
デアや技術面での貢献がなければ共著には
加わらないのが分野の慣例である。これは，
雇用した PD や学生に対して同様である。そ
のため，本領域での連携の成果が，単著の論
文となって世に出る場合も少なくない。 
 
(1) 鍵となる研究者の招聘 
毎年度平均で 10 名以上の研究者を招聘し

たが，それぞれ鍵となる研究者を人選して招
聘した。初年度の H24 年度は，研究協力者も
含め，統計力学を使った計算の分析で著名な
若手研究者を招聘し，統計力学の手法や統計
力学で課題となっている計算問題などにつ
いて学んだ。H25 年度は，さらに統計力学と
計算論の国際ワークショップを連携研究者
の樺島が中心になって開催し，重要な研究課
題について議論を交わした。その後は，各研
究テーマで鍵となる研究者を招聘した。また，
毎年度約 1 名，1 か月以上滞在する研究者を
招聘し，学生や PD も含め，複数の研究者と
の共同研究を実施してもらった。 
 
(2) 若手研究者の育成と活用 
本課題では，博士研究員を延べ 5名雇用し

た。彼らは，様々な連携の要となった。たと
えば，森立平（のちに，東工大助教に採用さ
れ，分担者として本課題に参加）は統計力学
の分野から雇用したが，計算限界の研究手法
を急速に身に付け，本課題の主要テーマを解
決することに大きく貢献した（「４．研究成
果」(1) 参照）。また，Sebastian Muller, 
Navid Talebanfard, Christian Engels は，
海外からの招聘研究者との連携に大きく貢
献した。 
学生の活躍も大きかった。たとえば，渡辺

治が指導していた博士課程の学生，今井達也，
中川鉱太郎は，領域主催の計算量学校で A03
班の研究者と知り合い，A03 班の省メモリ計
算の勉強会に参加して，経路探索問題の省メ
モリ計算法の研究（「４．研究成果」(5) 参
照）の中心的な役割を果たした。 
 
４．研究成果 
※論文番号は項目５〔雑誌論文〕の番号 



(1) 制約式充足可能性判定問題 CSPの計算困
難さの変化に関する研究 
 人工知能分野での実験解析とそれに対す
る統計力学の分野での解析から，k-CSP（k-
変数局所制約式群で定義される CSP）の代表
例である k-SAT問題では，その計算困難さ（＝
多項式時間計算法の計算限界）が解存在の閾
値付近に存在する，と予想されている。本研
究では，それをより一般的な観点から見直し
た結果，まず，MAX-3XORSAT 問題では，解存
在の閾値よりはるかに高いところに，確率伝
搬法やスペクトラル法の計算限界が，存在す
ることを証明した（論文⑲）。その方針に基
づき，より高度な計算法の限界を追求し，現
在知られている中で最も強力な多項式時間
計算法の計算限界を証明し，その場合でも，
解存在の閾値より，非常に高いことを証明し
た（論文⑨で証明技法を開拓し，それを用い
て，論文①で完全解明に至った）。以上の研
究の成果として，CSP において計算困難さの
変化を議論する，頑健な枠組みを提案するこ
とができた。 
 
(2) 制約式充足可能性判定問題 CSPの解空間
の特徴付けに関する研究 
 代表的な CSP である k-SAT 問題に対し，統
計力学では，近似手法と実験的解析に基づき，
その解空間の構造に関して詳細な予想が示
されており，(1) の研究の基礎として，その
数学的な検証が重要な課題となっている。本
研究課題では，3-SAT 問題や一般の SAT 問題
に対して，その解空間の構造を調べ（論文⑰），
一般の SAT問題でも，解が多数ある場合には，
統計力学の予想に従った解構造が現れるこ
とを証明した（論文⑦）。一方，論文⑩では，
2-SAT に限った場合の解空間の構造を明らか
にした。これらは，SAT 問題に対する指数時
間アルゴリズムの改良やその限界解析の基
礎となる成果である。 
 
(3) クラス #P の近似問題に関する研究 
 計算量クラス#P は NP 問題の解の数え上げ
の計算困難さを議論するために導入された
クラスだが，統計力学で最も重要な統計量で
ある分配関数の計算を特徴付けるクラスで
もある。本課題では，こうした統計力学的に
重要な統計量に密接に関係する#P 問題とし
て，n 次元ナップサック多面体の体積計算問
題とパスやサイクルの数え上げ問題を研究
した。その結果，前者に関しては，B01 班の
来嶋と共同で，世界初の完全多項式時間近似
計算手法を発見した（論文④）。一方，後者
については，近似計算に目標を緩和しても計
算の困難さが変わらないことを証明した（論
文②）。 
 
(4) 洗練された符号化・復号化技法の開拓と
その応用に関する研究 
 符号化・復号化の技法は，計算機科学と統
計力学の重要な接点の１つであり，通信技術

はもとより，データ解析から暗号技術まで応
用範囲が広い。本課題では，計算と統計力学
の両方の観点から符号理論の基礎となる研
究（論文⑯）を進め，それを符号化・復号化
技法の開拓，ならびにその応用へと展開した。
論文⑧では，従来，技術的な制約から各要素
が独立なランダム観測行列の場合に限られ
ていた圧縮センシングの詳細な性能解析を
ランダム行列に関する新規な積分公式を開
発することでより広いクラスに拡張するこ
とに成功した．その結果，ノイズ下にある観
測では行方向の直交性を高めた観測行列を，
スパース性に非一様性がある場合にはその
構造を反映させた観測行列を用いることで
信号復元の性能が向上することなどを明ら
にした。一方，論文③では，データーベース
に対する構造的クエリを多項式で符号化し，
多項式環の性質を利用することで，プライバ
シーを保護したままクエリを実現する高効
率な符号化法を開発した。 
 
(5) 他の計画班との共同研究の中から生ま
れた新たな研究テーマ 
 本領域の A03班で進めていた省メモリ量の
研究に研究代表者の学生が参画し，彼らが中
心となって平面グラフの経路探索問題に対
するメモリ量 O(√n) かつ多項式時間のアル
ゴリズムの開発に成功した（論文⑬他）。経
路探索問題という様々なアルゴリズムの基
礎となる問題に対し，平面グラフに限定した
場合には，画期的にメモリ量を抑えられると
いう発見は，アルゴリズム設計の分野から注
目されている。一方，計算限界の観点からす
ると，この結果は，平面性が問題例の計算困
難さ（正確には，計算容易さ）の変化の鍵と
なる可能性を示した例として重要である。 
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